
　

美
和
神
社
（
長
船
町
東
須
恵
）

は
、
延
喜
５
（
９
２
７
）
年
に
ま

と
め
ら
れ
た
「
延
喜
式
」
の
神
名

帳
（
当
時
「
官
社
」
と
さ
れ
て
い

た
全
国
の
神
社
一
覧
）
に
片
山
日

子
神
社
（
長
船
町
土
師
）
や
安
仁

神
社
（
岡
山
市
東
区
西
大
寺
）
と

と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
古
社

で
、
標
高
１
６
６
メ
ー
ト
ル
の
広

高
山
山
頂
に
あ
り
ま
す
。

広
高
山
に
残
る
伝
説

　

広
高
山
に
は
、
地
名
の
由
来
を

伝
え
る
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

神
功
皇
后
が
乗
っ
た
軍
船
が
牛

窓
の
蕪か
ぶ
ら
ざ
き崎で
休
憩
し
た
と
き
、
皇

后
の
愛
馬
で
あ
る
白
鷹
が
誤
っ
て

海
に
落
ち
ま
し
た
。
白
鷹
は
錦
海

湾
を
北
に
向
か
っ
て
泳
ぎ
、
尻
海

に
上
陸
し
ま
し
た
。
陸
に
上
が
っ

た
白
鷹
は
、
さ
ら
に
山
中
を
走
っ

て
、
須
恵
の
山
へ
駆
け
上
が
り
、

そ
こ
で
息
が
絶
え
て
死
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

　

須
恵
の
住
民
は
白
鷹
を
ね
ん
ご

ろ
に
葬
り
、山
の
名
を
「
白
鷹
山
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
後
に
「
広
高
山
」
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
和
神
社
の
由
来

　

祭
神
は
大
お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み

物
主
神
で
、
大お
お
み
わ神
神

社
（
奈
良
県
桜
井
市
）
か
ら
勧
か
ん
じ
ょ
う請

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
勧
請

年
月
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
地
に

移
住
し
て
き
た
須
恵
器
の
陶
工
集

団
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
、
７
世

紀
前
後
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
金
川
（
岡
山
市
北
区

御
津
）
の
城
主
松
田
左
近
が
日
蓮

宗
を
信
奉
し
、
領
内
の
神
社
を
弾

圧
し
た
と
き
、
難
を
避
け
る
た
め

「
広
高
八
幡
宮
」
と
改
称
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鳥
居
の
扁
額

に
は
神
八
幡
宮
と
刻
字
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
改
称
は
実
際
に
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）

年
に
は
元
の
美
和
神
社
に
復
称

し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

境
内
か
ら
は
、「
天
正
十
三
年

閏
七
月
拾
三
日　

八
幡
舞
殿
建
立

つ
か
ま
つ
り
候　

す
へ
畑
寺　

空

賢　

敬
白　

西
蔵
坊
行
海
」
と
ヘ

ラ
書
き
さ
れ
た
丸
瓦
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

　

瓦
に
は
、天
正
13
（
１
５
３
５
）

年
に
広
高
八
幡
宮
に
舞
殿
を
建
立

す
る
と
き
に
、
美
和
神
社
の
別
当

寺
（
神
社
に
付
属
し
て
置
か
れ
た

寺
の
こ
と
）
で
あ
っ
た
「
畑
山
大

聖
寺
」
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
、
こ
の
刻
字
に
よ
り
舞

殿
が
建
て
ら
れ
舞
が
奉
納
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

慶
安
元
（
１
６
４
８
）
年
の
記

録
に
よ
る
と
神
職
２
人
、
神み

こ子
・

禰ね

ぎ宜
24
人
が
奉
仕
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
神
輿
３
基
、
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬

用
の
馬
が
３
頭
、
御
神
幸
用
の
馬

が
９
頭
と
あ
り
、
祭
典
が
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
も
、
毎
年
10
月
８・
９

日
に
は
、
東
須
恵
と
西
須
恵
の
祷

主
と
神
職
お
よ
び
従
者
数
名
が
、

海
岸
で
潮
ご
り
を
と
り
、
身
を
清

め
た
後
、
広
高
神
社
へ
酒
・
米
な

ど
供
え
て
お
祭
り
を
す
る
行
事
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
ヤ
マ
モ
モ
の
巨
木

　　

美
和
神
社
の
本
殿
北
側
に
は
、

自
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
樹
齢

約
３
０
０
年
の
ヤ
マ
モ
モ
の
古
木

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ヤ
マ
モ
モ
は
、
市
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
大

き
さ
は
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
、
枝
葉

の
広
が
り
が
東
西
15
メ
ー
ト
ル
、

南
北
10
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
で
す
。

　

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
美
和

神
社
と
と
も
に
、
長
年
地
域
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

☎
☎
☎

BooKs

　

遺
言
や
相
続
問
題
、
成
年
後
見

制
度
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
、

誰
に
で
も
起
こ
る
問
題
で
す
。

　

公
民
館
で
は
、
法
律
講
座
「
身

近
な
法
律
知
識
教
え
ま
す
」
を
開

講
し
、
法
務
局
職
員
が
現
場
で
の

知
識
を
生
か
し
て
分
か
り
や
す
く

皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
者

▽
定
員　

 

40
人

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
４
回
分
）

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時  

　

30
分

▽
募
集
期
間　

12
月
７
日
（
火
）

　

〜
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

各
公
民
館

 

公
民
館
講
座
に
加
わ
り
ま
す

 

チ
エ
の
ヨ
ガ
教
室

　

ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
と
呼
吸
法
を
使

い
、
自
分
自
身
と
向
か
い
合
う
こ

と
で
、
気
づ
き
、
変
化
が
生
ま
れ

ま
す
。
一
緒
に
心
地
よ
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

毎
週
木
・
土
曜

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

ヨ
ガ
マ
ッ

　

ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も
可
）

▽
料
金　

３
、０
０
０
円
（
月
額
）

　

※
月
単
位
で
申
し
込
ま
な
い
場
合

　

は
、
１
回
１
、０
０
０
円
で
す
。

※
初
回
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
松
原
さ
ん

　

☎
０
９
０-

７
４
９
４-

２
２
１
４

 

集
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
！

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
業

「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
は
、

こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
楽
し
い
行

事
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
お
飾
り
作
り

▽
日
時　

12
月
18
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
参
加
費　

１
０
０
円

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

②
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

▽
日
時　

12
月
24
日
（
金
）　　

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

三
角
巾
、

　

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾

▽
参
加
費　

１
０
０
円
＋
材
料
代

※
材
料
代
は
、
当
日
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

　
お
母
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
ね
ず
み
の
兄
弟
が
お
買

い
物
。
荷
車
を
引
い
て
、何
を
買
い
に
い
く
の
か
な
？

い
ろ
ん
な
お
店
に
行
っ
て
、
大
荷
物
で
帰
っ
た
子
ね

ず
み
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
…
。
お
買
い
物
の
楽

し
さ
が
い
っ
ぱ
い
の
絵
本
で
す
。 

　
多
田
ヒ
ロ
シ
…
著

　三浦竜 &日本史倶楽部…著

　江戸時代の「貯蓄癖」が抜けない愛知県民、「ダル
マは青色」と思い込む宮城県民。お隣の県のことでも、
案外分かっていないもの。そんな日本全国の県民性
に、歴史や地図などから迫ります。意外に思うことも、
最後には「なるほど！」と納得できるはずです。

美和神社

広高八幡宮文字瓦（右は拓本）

 

法
律
講
座
の
受
講
生
を
募
集

身
近
な
法
律
知
識
教
え
ま
す

開催日および内容
①平成 23 月１月 12 日（水）
　「遺言ってどうすればいいんでしょう？」
②平成 23 月１月 19 日（水）
　「私の相続分は？　登記手続き」
③平成 23 月１月 26 日（水）
　「土地の境界あれこれ（筆界特定制度）」
④平成 23 月２月２日（水）
　「自分のために　みんなの安心成年後見制度」




